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佐
波
川
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー

の
会

に
助
成

大
同
生
命
厚
生
事
業
団
が
支
援

み
ら
い
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
も

市
内

の
２
団
体
が

こ
の
ほ

ど
、
大
同
生
命

厚
生
事
業
団

（大
阪
市
）
の
助
成
を
受
け
た
。

子
ど
も
た
ち
が
水

に
親

し
む

事
業
な
ど
を
展
開
す

る

「
佐

波

川

環

境

パ

ー

ト

ナ

ー

の

会
」

（
吉

松

忠

直

会

長
）

は

シ

エ
ア
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

で
、

次
世
代

に
向

け
た
人
権
学
習

に
力
を
入
れ
る

「
み
ら

い
プ

ラ
ネ

ッ
ト
」

（
有

富

健

理
事

長
）

に
は
ビ
ジ

ネ

ス
パ
ー
ソ

ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
各

‐０

万
円
の
活
動
助
成
金

が
贈
ら

れ
た
。

佐
波
川
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

の
会
は
、
上
右

田
や
高
井
な

ど

の
５
老
人
ク

ラ
ブ

と
連
携

し
て
佐
波
川

で
体
験
学
習
な

ど
を
実
施
。

２
０
０
３
年
度

に
拠

点

と

し

て
上

右

田

に

「
ラ
ブ

リ
バ
ー
佐

波

川

ハ
ウ

ス
」
を
設
け
、

ラ
イ

フ
ジ

ャ

ケ

ッ
ト
な
ど
を
貸

し
出

し
し

て
い
る
。

‐４
年

に
も
同
事
業

国

の
助
成
を
受
け
、
ボ

ー
ト

な
ど
を
購
入
。
今

回

の
助
成

は
、
同

ハ
ウ

ス
の
外
壁
が
痛

ん
で
い
る
た
め
中
請
。
吉
松

会
長
は

「新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
ほ
と
ん
ど

の
活
動
が

実
施
で
き
な
い
中
、

い
た
だ

い
た
助
成
を
活
用
し
て
、
整

備
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と

話
す
。

み
ら

い
プ

ラ
ネ

ッ
ト
は
、

防
府
、
山
口
市

の
小
学
校
低

学
年
向
け
に
、
漫
画
本
形
式

で
わ
か
り
や
す
く
し
た
人
権

学
習
啓
発
図
書
を
贈
呈
。
従

来

は

１
校

に

１
冊
ず

つ
の

ペ
ー

ス
で
配
付

し
て
き
た
。

「今
後
は
ク
ラ
ス
の
人
数
分

を
用
意
し
た
い
。
読
書
会
な

ど
に
も
使

っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
有
富
理
事
長
。
「
人
と

人
と
の
先
入
観
が
な

い
理
解

を
養
う

一
助
に
し
た

い
」

本
年
度
、
大
同
生
命
厚
生

事
業
団
に
よ
る
助
成
は
螂
都

一

道
府
県
で
１
４
７
件
、
総
額

一

２
２
０
０
万

円
。

１
９
７

４
年

の
発
足

以
来
、
最
多

件
数

の
助
成

と

な

っ
た
。

県

内

で

は
、

山

口
市

で
福

祉

施

設

訪

間
や
サ

ロ
ン

開
催

で
高
齢

者

に
楽

し
ん

で
も
ら
う
活

動

を

続

け

る

「ビ

ユ
ー

テ
ィ
ー
ケ
ア

山

口
」
も

・０

万

円

の
助

成

を
受

け

て

い

る
。
　

　

　

　

　

（杉
田
雄
）
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